


































百韻で二箇所以上出された例はない。だが、一巻中に季移りが頻出していたり、その内の一つが三季移りであったり、また、四季移りを行った も見られる。季の句の割合の高い貞享期のみならず、元禄期に入ってから晩年に至るまで、三季移りは出現している。特に、元禄二年「おくのほそ道」の旅中 芭蕉は曾良を伴って訪れた先々でその地方の連衆と連句を巻いていくが、この時期、他の時期に比べて三季移り 非常に多
い６
。また、最晩年の元



























































付合とは本来、付句作者の作意のもとで新たな世界へと転換を図られるものである。つまり、季移りもまた、そうした付句作者の前句の転じの一手法として存在しているわけだ。 例えば、 右の 「すずしさを」歌仙で 、名残表折立から二句目にかけての春から夏への季移りは、七句前に夏の句が二句あり、ここで再び夏へ季移りする必然のない箇所において、清風が芭蕉の春の句に対してあえて季移りを選択していることがわかる。このように、季移りは通常、付句作者が前句に対して同季を付け か、雑にするか、他季を付けるかという選択肢から他季 句 ることによって、結果的に季移りは出現するわけだが、それとは別に定座 季 制約によって季移りを余儀なくされる場合 ある。
　そもそも、初折裏の月は初表の月の定座に関わる秋季によって
左右されている。 例えば歌仙では、 月の定座は表 五句目であり秋は初裏移りまで最低三句続く。次に秋が詠めるのは、同季五去の規定上、通常は裏六句目辺 らということ な 。ところが、 「すずしさを」歌仙のように 裏の月 関わる秋季を出すのが裏八句目までずれ込んだ場合、秋の 数は三句以上であ ので、十句目までは秋を詠まざるを得ない。さらに、裏十一 目は花の定座であるから、花 出すために春とせざ を得な 。つまり、こ 場合は、十句目・十一句目とも 季移りすることを回避できないの ある。 「すずしさ 」歌仙では 花前を詠んだ芭蕉
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は十一句目で春に季移りせざるを得ない状況で秋を詠んだことになる。 句目の芭蕉が用いた「雁」という季語は、本季は秋ではあるが、春の帰雁に読み替えることが可能であって、こうした季語を用いたのは、後句 花の句への配慮ということになるだろう。それに対して、十一句目の素英は、 寒し」など、一句自体の季感をずらすことが可能な仕立てで応じている。このように十・十一句目の花前における季移りでは、前句作者・付句作者ともに季移りに際してより自然な付合となるように作意を働かせることとなり、これは前述し 付句作者の作意においてなされる通常の季移りとは異なる。したがっ 本論では、こうした季移りを便宜上「せざるを得 い季移り」と呼んで区別しておきたい。
　三季移りには、この初裏の月・花の定座の前後に関わる「せざ



















































































































で、 脇から第三、 五句目から折端にかけて季移りが起こっている。初表五句目の月の定座を絡めたものであるため、 月」は脇または第三、定座である五句目に詠まれて季移りに用いられる。脇から第三への季移りは、 を長高く詠む意識の表れであると推測でき、 転じを季移りを利用することによってより明確にしたものと考えられ
るＣ
。また、五句目から折端にかけての季移り




　通常型には、 この発句関連型の他に、 次に示すような花への 「せ
ざるを得ない季移り」の後、花の定座関連の春季 後にさら 季移りす ことによって三季移りになったも もある。











































































ではなく、冬を付けたことによって三季移りになった。付句は、言葉の上では「雪車」は冬の季語であるので、一句として冬のではあるが、前句との付合における季節はこ 「芹」が効い 新春である。前句の「芹」 句を「雪車の跡」という言葉で受けて雪国の新春の景と付けた。 「跡 という語は、前句との兼ね合いでは句意を春とも解釈でき、一句としては冬でも は春
となるように言い回しを工夫することで季移りをした例である。
　花の句への季移りは前述のように初裏の月に関わる秋季がぎり




で、付句作者が季移りを意識的に取り入れた結果三季移り なっていたと言ってよい。しかし、以下述べる初裏の花前型はそうした付句作者のみの 意によって行われた例とは一線を画しており、連句の性格に照らして注目すべき三季移りであると言える。芭蕉連句にお て最も多いのは、これから検討する花前の「せざるを得ない季移り」の前段階で季移り た結果三季移りになるであ 。こうした三季移りは、全一二例存在 通常型を上回 。さらに、その出現場所によって発 関連・花関連とバリエーションを持つ通常型とは異なり、初裏 花前と限定され 場所において多く出現している点が特徴的である。また、この例は貞享期から見られるものの 貞享期は三例のみ 「おく ほそ道」旅中
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に三例出現した以後、晩年に至るまでの三季移りのほとんどがこの花前型三季移りとなっている。次に挙げた「水鶏啼と」歌仙のように推敲過程の窺われる晩年の連句において残されていたのも、こ の三季移りである。以下、その実態を見ていこう。

















































に季移りをして十句目を雑にする余地を作るのか、あるいは、七句目は雑の句に 八 以後の作者に委ねるかという選択の中、 作が行われてい のである。そして、初裏八句目の作者はそれを受けて、付 で他季の月 詠んで花 句への季移 を避ける
かＦ
、雑の句を詠んで九句目に月を秋以外で詠むよう企図する
か、秋季もしくは月を詠んで花の句への季移りを企図するか いう選択をすることになる。季移りは、こうした選択 経 行われたわけだ。いわば、この三季移りは、初裏七 作者が季句を出した瞬間、一座の者は八句目で秋季に季移りし、以下三句秋が続いた後、花の句への季移り 覚悟すること なる。すなわち、この花前型三季移りには、他の通常型の三 のように付句 作意として展開される三季移りと 明確に異なった意識が存在しているのである。ここには、連句の季の展開がどのよう 意識でなされていたのか、という問題を解くヒントがあ 以下 花前型三季移りに焦点を絞って考察をしてみたい。（一）花前型三季移りにおけ 初裏七句目の季語
　こうした三季移りの初裏七句目の季語を見てみると、例えば「水鶏啼と」歌仙では、 「切麦」となっており、食べ物を出すこと
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によって、付句で直接他季へ転換しやすくするような配慮が見られる。 「食べ物」の季語は、本季以外にも季節の読み替えがしやすく、季移りが容易に行える季語として意識され、そのために、「せざるを得ない季移り」において多く使用されてきた。このように、花前型の三季移りにおける初裏七句目の季語だけ取り上げてみると これは「せざるを得ない 移り」の時 前句の意識と近く、どのように付句が当句を読み替えるのかをある程度想定した上で、読み替えがしやすい 語 選んでい ように思える。言い換えれば ここでは初裏七句目の芭蕉が露川に対して、あらかじめ露川が季移りしやすいような を詠んで季移りを誘い 三移りを仕掛けたと言えよう。





























の句の季は冬ではあるが、 「冬の季をこ て」という言い回しは冬でない季節も想定し得る。前述のように、安信が初裏七句目を秋以外 詠む段階で、おそらくは付句は秋へ季移りし、十・十一句目が秋から花 春の句へと季移りを余儀なくされ、三季移りになってしまうと想像がつく。そうした中であえて冬の句を詠むこ



























































































































































は、読み替えが可能であった 比喩的であったり、食べ物や寒暖の感覚を表す季語、自然現象と、本季はあるものの他季 存在し得るという意味で 節感が曖昧に りやすく、季移り 自然に行える季語であること 多い。一方 裏八句目において選び取
られた季語は、まさに「せざるを得ない季移り」において多用されるような常套的な季語である。 「月」や「露」 、 「霧」など多季で見られたり、語自体が多義的に利用され るものであったりと、季移りしやすいと認識されていた季語が詠み込まれている。
　また、一句として見ると、季移りを自然に行えるよう工夫がな






の花を絡めた初裏の花関連の三季移りの占める割合は特に「おくのほそ道」以後に増加している。花関連の三季移りの最大の特徴とは、裏の月と花 定座 の秋から春への「せざるを得ない季移り」を中心にするこ であると定義した。そこにさらに前後に他季を重ねたこよって起こるのがこの三季移りであ 。だとすると、この三季移りの歌仙では、全季句における初裏の占める割合が高いということは容易に想像がつく。事実、芭蕉連句全体では全季句中初裏の占める
割合が六三・〇％となるのに対して、三季移りが出現した連句においては、この割合の平均が六七・二％と高くなる。例えば、四季移りが出現する「すずしさを」歌仙において、全季句における初裏の季句 占める割合は、六六・六％であって初裏の の割合が高い。これは、裏の月と花の定座に関連した季句が詠み込まれるため、春秋三句の規定から、少なくとも六句は初裏に季句が集中す ことになるためである。

































































































































数が多いのは、貞享期のように全体的に季が多く、一巻として季が混み合っているからではなく、季の句が分散されることなく、初裏を中心に展開された結果であるということができる。初裏の後半を中心に季が集中するのはルール上当然の ではあ が、こうした傾向が三 移り 出現した連句には顕著であると指摘できる。ここには、季を一箇所に集中させる意識があった 言うことができるのではないだろうか。花前型三季移りは、そ したの集中 初裏七句目で秋以外の季の句を詠んだ段階で予期されている。そこには、 れま 雑 多か たという見渡しも働いていたであろう。それ ともかく、三 移りにあっては、初裏七句目の作者が意図し、他の連衆がその仕掛けに乗る形で初裏の後半の季の句が展開されたわけだ 花前型 三 移りとは、このように初裏七句目 要となり、 に伴い引き起こされた季移りを含む一連の季の展開だと言えるのである。
おわりに
　付句作者は前句に付けるということのみを考えて句を出すもの
だと私たちはつい考えがちだ 、月・花の定座がある以上、だからと言って全く後の展開をも考慮に入れ い いうわけにはいかない。これら定座の存在は付句作者たちに って 後 展開 予測への指標となって連句の季の構成を特色づけ、傾向をもたらしている。三季移りを見 ると、そうした季の への意識が、とりわけ芭蕉連句に特徴的な花前における三季移りにおいて、「初裏七句目」という一見花の定座からは離れ、無関係と思える
位置にまで遡って、はっきりと読み取ることができる。三季移りを企図した初裏七句目に詠み込まれてくる季語は季移りしやすい季語であって、一句としては自然な季移りを行えるような文体の工夫が見られる。一方、それを受ける裏八句目には花前で詠み込まれるような「月」や、食べ物、寒暖の感覚など季移りでの常套的な季語が多く見られる。さらに、秋季から花の句の春季へと季移りせざるを得ず、この間ずっと連衆はいかにして三季移りを効果的に、より自然にこ していくか いう意識のもと、句作が行われていくよう工夫していたことが窺われる。こうして 前における三季移りは、結果と れば月の句 花の定座を絡めつつもそこに一極 季が集中したものだと言うことができるだろう。そのように考える時、三季移り 効果 は まさた季の集中に って一巻 ひとつの山場 もたらされることあっ と言うことができまいか。そしてそれは、初裏 七句目という場所において企図され、一連の季が展開されていたのである。人情句をあえて連ねていく「逆茂木」という手法が 花前型の三季移りとは、この「逆茂木」 も似た意図的に 思えような季 句の集中を企図しつつ、結 一巻に 節の山場を作る展開の仕方を示すものだった ではないだろうか。注（１） 　「裏…又、連歌には四春八木と覚て、四句めに春を出さず。八句










（７） 　以下、連句の引用及び季語・恋 認定 『校本芭蕉全集』による。
論の展開上、作者の下欄には季節名、季語には傍線を付してある。





（９） 　「日の春を」百韻と「蓮池 」五十韻の 例もこの例である。（

















18） 　『御傘』 （慶安四）に 炭焼の説明として「冬なり。炭 ばかりも、冬なり」とあり、 「炭」 字自体に冬の季感があったことも考えられる。例えば、 『坂東太郎』では「炭竈／軒や峰跡うつ蝉の炭俵 　調翁子」 『洛陽集』では「あれにけり妹が小宿 炭俵 　如風」とあって、冬の部立の中に詠み込まれている。ただし、 『阿羅野』 「炭俵」の句は二例あって、一例は「正月 魚のかしらや炭だはら 傘下」で「正月」とともに詠み込まれ、もう一例 、 「すびつさへすごきに夏の炭俵 　其角」と「夏の炭俵」として詠まれている。傘下の句は見立ての句であ し、其角の句は「炭俵 を冬のもの しての認識からあえて「夏」とした も考えら るが、明確に冬を本季として持っていたとは言い切れないものが
（
19） 　元禄二年以降の三季移りは一四例あって、その内八例が花前型の例である。また、通常型まで含めた花関連の三季移 一一例。
